
Ｂ
「
元
始
天
尊
済
度
血
湖
真
経
』

元
始
天
尊
は
、
男
女
を
問
わ
ず
王
法
を
お
か
し
た
り
、
戦
い
で
人

を
殺
し
た
り
、
牢
獄
で
鎖
に
つ
な
げ
た
り
、
窪
疽
癌
毒
に
な
っ
て
膿

血
が
し
た
た
り
落
ち
て
い
る
人
を
捨
て
た
り
し
た
者
は
死
後
血
湖
に

落
ち
る
と
い
う
。
一
般
に
女
と
し
て
生
ま
れ
妊
娠
す
る
と
前
生
の
報

「
血
湖
説
」
と
は
、
地
獄
の
中
に
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
血
の

湖
に
、
分
娩
な
ど
で
死
亡
し
た
産
婦
は
生
前
の
報
い
で
投
げ
こ
ま

れ
、
著
し
い
苦
痛
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。

こ
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
た
め
「
血
盆
経
」
と
い
う
経
典
が
二

世
紀
頃
よ
り
生
ま
れ
た
。
こ
の
経
典
に
各
種
あ
り
、
仏
教
系
統
の
も

の
に
「
仏
説
大
蔵
正
教
血
盆
経
」
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
お
も
に
道
教
経
典
に
み
ら
れ
る
「
血
湖
説
」
を
中
心
と

し
て
述
べ
る
。

中
国
医
学
と
道
教
（
Ｘ
血
湖
説
）

吉
元
昭
治

い
を
受
け
い
ろ
い
ろ
な
厄
難
が
あ
る
。
月
経
の
と
き
体
や
衣
類
を
洗

っ
た
り
、
子
供
を
育
て
る
た
め
、
血
で
地
を
汚
し
、
ま
た
そ
の
水
を

流
し
て
は
河
や
井
戸
を
汚
な
く
す
る
。
人
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
で
そ

の
水
を
飲
み
、
食
べ
、
神
に
そ
な
え
、
三
光
を
お
か
す
。
あ
る
い
は

あ
や
ま
っ
て
毒
物
を
飲
み
、
腹
の
胎
児
が
降
り
た
り
、
産
後
に
母
が

死
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
母
子
と
も
に
死
亡
し
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
は

翠
な
鄭
都
の
血
湖
地
獄
に
落
ち
て
し
ま
う
。
元
始
天
尊
は
さ
ら
に
血

湖
地
獄
は
、
北
陰
大
海
の
底
に
あ
り
、
そ
こ
に
血
湖
狹
石
、
大
小
鉄

囲
、
無
間
、
漠
汗
地
獄
が
あ
り
、
さ
ら
に
血
池
、
血
盆
、
血
山
、
血

海
の
四
獄
が
あ
っ
て
相
通
じ
て
い
る
と
い
い
、
そ
こ
は
血
湖
大
神
が

と
り
し
き
っ
て
い
る
。
そ
こ
は
暗
く
、
汚
犠
に
承
ち
、
落
ち
た
も
の

は
鉄
の
杖
で
打
た
れ
、
池
の
血
を
飲
め
と
せ
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

東
方
に
あ
る
長
楽
世
界
の
太
一
救
苦
天
尊
と
い
う
神
仙
は
、
衆
生
を

苦
し
柔
か
ら
救
う
こ
と
を
念
願
と
し
て
い
る
か
ら
、
念
ず
れ
ば
飛
ん

で
き
て
救
っ
て
く
れ
る
。
そ
こ
で
元
始
天
尊
は
大
赦
を
宜
し
て
、
太

一
救
苦
天
尊
に
行
う
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
う
し
て
響
都
北
帝
、
血
湖

大
神
や
地
獄
の
使
吏
は
こ
れ
に
従
い
、
血
湖
は
清
め
ら
れ
て
宝
地
と

な
り
、
人
々
は
救
わ
れ
る
。
元
始
天
尊
は
、
自
分
の
こ
の
は
な
し

は
、
『
霊
宝
昇
玄
済
度
血
湖
真
経
』
で
あ
る
と
い
い
、
諸
神
諸
仙
に
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説
教
し
た
。

。
『
太
一
救
苦
天
尊
説
抜
度
血
湖
宝
俄
』

救
苦
天
尊
に
妙
行
真
人
が
、
血
湖
は
大
鉄
囲
山
、
無
間
之
獄
、
狹

石
之
獄
な
ど
に
囲
ま
れ
、
そ
の
長
さ
一
万
二
千
里
、
周
囲
八
万
四
千

里
も
あ
る
。
こ
こ
に
き
た
魂
は
、
分
娩
時
の
障
害
、
戦
争
、
不
慮
の

災
難
、
悪
病
や
死
刑
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
天
尊
は

衆
生
の
た
め
に
、
太
上
真
符
な
ど
の
符
冊
を
述
べ
た
の
で
、
血
湖
は

干
上
が
り
碧
玉
の
池
と
化
す
る
。

こ
と
に
分
娩
の
た
め
に
死
亡
し
た
こ
と
の
説
教
が
長
く
、
宿
世
の

仇
が
、
今
生
で
母
子
と
な
り
、
母
は
子
よ
り
罪
を
受
け
る
の
だ
と
説

く
。
つ
い
で
元
始
天
尊
、
太
一
救
苦
天
尊
な
ど
一
四
○
あ
ま
り
称
名

す
る
神
々
の
名
が
あ
り
、
さ
ら
に
郵
都
血
湖
獄
定
罪
考
鬼
霊
官
以

下
、
狹
石
獄
、
大
小
鉄
囲
山
、
有
間
獄
、
無
間
獄
、
大
地
獄
定
罪
考

鬼
霊
官
の
名
が
連
な
っ
て
い
る
。

白
『
上
清
握
中
訳
』

響
都
頌
を
み
る
。

四
『
霊
宝
領
教
済
度
金
言
』

蕩
胎
告
文
、
浄
血
戸
告
文
、
曲
救
産
魂
符
告
文
。
大
赦
産
魂
符
告

文
、
解
産
生
厄
告
文
、
医
母
子
倶
亡
符
告
文
、
医
産
死
血
戸
符
告
文

元
皇
浄
血
戸
沐
浴
真
符
告
文
、
太
上
浄
血
戸
清
神
符
告
文
な
ど
が
あ

る
。

㈲
『
天
上
黄
録
大
斎
立
成
儀
』

祭
祀
の
神
位
順
序
が
詳
し
く
、
中
に
獣
都
三
六
地
獄
主
者
、
同
三

官
二
四
地
獄
主
斎
、
同
五
獄
地
獄
四
漬
地
獄
主
者
、
一
二
河
源
地
獄

主
者
、
礒
石
狹
山
血
湖
無
間
地
獄
主
者
な
ど
の
名
も
あ
り
、
太
一
救

苦
天
尊
の
名
も
出
て
く
る
。
「
響
都
山
真
形
」
図
も
あ
り
、
破
獄
符

告
文
の
書
き
方
も
記
さ
れ
て
い
る
。

㈲
『
霊
宝
玉
鑑
』

「
専
度
血
湖
論
」
が
あ
っ
て
血
湖
地
獄
の
説
明
が
あ
る
。
さ
ら
に

「
血
湖
図
」
「
産
死
獄
」
の
図
、
救
堕
胎
落
子
之
符
、
救
母
喪
子
存
之

符
、
救
子
喪
母
存
之
符
、
救
已
産
倶
亡
之
符
、
救
末
産
倶
亡
之
符
、

蕩
血
湖
符
な
ど
を
み
る
。
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胎
祈
願
な
ど
に
も
ふ
れ
た
い
。

盆
会
疏
」
な
ど
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈲
『
上
清
霊
宝
大
法
』

「
血
湖
燈
図
」
「
血
湖
燈
」
「
産
死
獄
」
「
識
都
燈
図
」
な
ど
が
あ

り
、
血
湖
で
は
、
翻
体
大
神
、
郷
戸
大
神
が
食
心
咲
脳
し
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
、
追
産
死
亡
魂
符
、
血
湖
燈
激
符
、
天
皇
蕩
浄
血
戸

符
、
蕩
准
血
湖
告
文
、
霊
宝
玉
光
蕩
湛
血
湖
符
、
浄
血
戸
清
神
符
な

ど
が
あ
り
、
後
三
者
は
符
の
構
成
の
解
説
が
あ
る
。
ま
た
祈
祷
を
さ

さ
げ
る
対
象
の
中
に
、
血
湖
内
外
諸
大
地
獄
主
者
、
狹
石
地
獄
主
者

な
ど
の
名
を
桑
る
。

な
お
発
表
に
際
し
て
は
、
「
善
害
」
「
宝
巻
」
に
み
ら
れ
る
血
湖
や

血
盆
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
「
目
蓮
救
母
」
「
玉
暦
宝
紗
勧

世
文
」
「
白
話
玉
暦
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
民
間
信
仰
的
な
地
獄
観
、
地

蔵
王
菩
薩
と
地
獄
、
劉
都
と
は
何
か
、
台
湾
を
中
心
と
し
た
血
池
に

関
係
す
る
女
神
で
あ
る
池
頭
夫
人
、
さ
ら
に
分
娩
の
安
全
を
祈
る
安

要
す
る
に
、
子
孫
繁
栄
、
多
子
多
福
を
願
っ
た
中
国
人
の
思
想
の

㈹
『
徐
仙
翰
藻
』

「
建
血
盆
疏
」
「
散
血
盆
会
右
語
」
「
建
血
盆
道
場
告
諭
文
」
「
題
血

う
ら
に
、
地
獄
と
結
ん
だ
分
娩
に
対
し
て
お
そ
れ
が
根
強
く
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

（
順
天
堂
大
学
産
婦
人
科
）
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